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８月４日（土）、町内外の小中学生２３人と引率
者１０名が、えりも町から羽幌町までの５２４キロを自
転車で走破した。今年で６回目となる「オロロンふるさ
と塾・自転車ツーリング」（早川日出利実行委員長）。７
月２８日（土）、参加者を乗せたバスは、出発地点のえり
も町へ向かった。

７月２９日（日）えりも町を自転車で出発～大樹町～
清水町～日高町～中富良野町～深川市～幌加内町を通過
し、一週間をかけて、羽幌町総合体育館に無事到着した。
ゴール後に行われた報告会では、参加者ひとり一人が
感想を述べた。一番大変だったのが「日勝峠」と答える
子どもがほとんどで、引率者のひとりも「トラックの走
行が多く危険を感じたが、安全運転のあり方を実際に経
験できたと思う。８合目あたりからは、雲のじゅうたん
の上を走ることができた。参加者の一生の思い出になっ
たと思う。」と集まった父母などに報告した。

宿泊は公共施設などを利用し、食事も班ごとに協
力して自分たちで作った。また、すべてが順調に進んだ
わけでもなく、発熱や腹痛で病院に運ばれたり、タイヤ
がパンクしたりするアクシデントもあった。早川実行委
員長は「７泊８日で、苦しいことや楽しいこと、協力す
ることなどいろんな経験ができたと思う。この貴重な経
験を学校生活や家庭生活で必ず生かして下さい。完走す
ることはすばらしいことです」と参加者を讃えていた。

父
母
に
迎
え
ら
れ
ゴ
ー
ル
す
る
参
加
者

早
川
会
長
か
ら
23
人
全
員
に

完
走
証
が
手
渡
さ
れ
た

無
事
ゴ
ー
ル
の
記
念
写
真

八
月
十
日
（
金
）
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
丹
羽
正
己
会
長
）
と
町
交

通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
及
び
ポ
テ

ト
の
会
（
赤
坂
サ
ツ
子
会
長
）
が
共

催
で
、
役
場
駐
車
場
に
「
シ
ル
バ
ー

喫
茶
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
年
で
三
年
目
と
な
る
。
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
過
去
二
回
の
反

省
点
を
生
か
し
て
、
事
前
の
買
い
物

な
ど
、
自
分
た
ち
（
会
員
）
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
す
べ
て
行
う
、

自
己
責
任
方
式
を
強
化
し
て
、
今
回

の
事
業
に
望
ん
だ
。

当
日
は
、
午
前
十
時
三
十
分
の
開

店
直
前
に
、
採
れ
た
て
の
メ
ロ
ン
、

ト
ウ
キ
ビ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
塩
煮
や
き
ゅ
う
り
と
な
す
の

漬
物
が
次
々
と
搬
入
さ
れ
た
。
ま
た
、

交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
や
町
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
用
意
さ
れ
、
入
店
し
た

ラ
イ
ダ
ー
に
手
渡
さ
れ
た
。

開
店
と
同
時
に
福
岡
、
な
に
わ
、

京
都
な
ど
の
本
州
ナ
ン
バ
ー
の
ラ
イ

ダ
ー
が
続
々
と
入
店
し
、
ほ
か
ほ
か

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
ウ
キ
ビ
を
笑
顔

で
ほ
お
ば
っ
て
い
た
。

日
本
一
周
中
の
ひ
と
り
は
「
歓
迎

さ
れ
な
が
ら
、
地
元
の
と
れ
た
て
メ

ロ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
ら
れ
る

の
は
最
高
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
た
。

ま
た
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
を
担
当
し

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
七
人
も
、
笑

顔
で
ラ
イ
ダ
ー
と
会
話
を
弾
ま
せ
な

が
ら
、
町
の
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
た
。

オープンと同時に次々バイクが来店

シ
ル
バ
ー
喫
茶
オ
ー
プ
ン

も
て
な
し
最
高
！

あっという間に満員になったシルバー喫茶



広報とままえ　９月号　3頁

散布薬剤づくりを急ぐ自衛隊員
町野球場から散布薬剤を吊し火災現場
に向かう自衛隊ヘリ

（上）三渓地区の山火事あと。じわじわと
焼けた木々。
（左）三渓地区の急な斜面をロープ頼りに、
ジェットシューターを背負って火災現場
へ向かう役場職員ら

道
防
災
ヘ
リ
は
ま
な
す
号
が
町
野
球
場
に
到
着
。

す
ぐ
さ
ま
、
苫
前
ダ
ム
の
水
を
汲
み
上
げ
る
準

備
を
行
う
。

七
月
十
九
日
（
木
）
十
四
時
二
十
分
、

霧
立
峠
の
国
有
林
内
（
２
１
１
９
林
班
）

で
、
留
萌
南
部
森
林
管
理
署
森
林
官
が
山

火
事
を
発
見
、
通
報
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
北

留
萌
消
防
組
合
古
丹
別
支
署
、
苫
前
支
署

か
ら
職
員
、
団
員
、
約
四
十
名
が
現
場
へ

出
動
。
十
七
時
五
分
に
は
「
苫
前
町
林
野

火
災
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。

対
策
本
部
（
森
利
男
本
部
長
）
は
火
災

現
場
は
、
消
防
車
両
及
び
消
防
団
に
よ
る

消
火
活
動
が
困
難
で
あ
る
と
の
報
告
を
受

け
、
北
海
道
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
派
遣
を
要
請
し

た
。ま

た
、
同
日
、
偵
察
ヘ
リ
か
ら
三
渓
方

面
で
新
た
な
火
災
が
発
生
し
て
い
る
旨
の

情
報
を
受
け
た
。

二
十
日
（
金
）
午
前
五
時
よ
り
自
衛
隊

機
二
機
で
、
消
火
活
動
を
開
始
。
同
九
時

三
十
分
に
は
、
北
海
道
防
災
ヘ
リ
は
ま
な

す
号
も
到
着
し
、
苫
前
ダ
ム
の
水
を
利
用

し
、
三
渓
地
区
の
国
有
林
内
（
２
０
４
３

林
班
）
の
消
火
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
後

ヘ
リ
の
み
に
よ
る
消
火
活
動
で
は
、
完
全

な
鎮
火
が
困
難
と
判
断
、
地
上
部
隊
を
派

遣
し
、陸
上
か
ら
の
消
火
活
動
も
行
っ
た
。

自
衛
隊
員
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、

森
林
管
理
署
職
員
、
役
場
職
員
な
ど
、
延

べ
千
人
以
上
が
消
火
活
動
に
携
わ
り
、
懸

命
な
消
火
活
動
の
結
果
、
対
策
本
部
は
、

三
十
日
（
月
）
に
「
鎮
火
」
を
発
表
し
、

三
一
日
（
火
）
に
対
策
本
部
を
解
散
す
る

に
至
っ
た
。

関
係
機
関
の
連
携
協
力
で
鎮
火

霧
立
・
三
渓
で
山
火
事
発
生

自
然
発
火
!!
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八
月
三
日
（
金
）
上
平
地
区
共
同
利
用
模
範
牧
場
内

で
、
苫
前
町
、
町
農
業
協
同
組
合
、
町
酪
農
組
合
が
主

催
し
乳
牛
共
進
会
が
行
わ
れ
た
。

出
陣
頭
数
は
、
第
一
部
の
（
六
ヶ
月
〜
十
二
ヶ
月
未

満
未
経
産
牛
）
か
ら
第
八
部
（
四
八
ヶ
月
以
上
経
産
牛
）

ま
で
合
計
で
四
一
頭
。

審
査
員
は
、（
社
）
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
道
央
北

事
業
所
の
中
谷
英
世
さ
ん
が
行
っ
た
。

風
車
が
立
ち
並
ぶ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
四
一
頭

の
牛
は
出
陣
者
と
と
も
に
最
高
位
賞
や
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
賞
、
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー
賞
を
目
指
し
て
、
町
長

や
町
議
会
議
員
の
見
守
る
中
、
審
査
員
の
厳
し
い
審
査

を
受
け
て
い
た
。
審
査
結
果
は
、
左
記
の
と
お
り

平成元年から１７年間、民生委員児童委

員として地域の福祉向上のために尽力され

た寺林さんが、８月７日に役場大会議室で

開催された「民生委員協議会定例会」の席

上、斉藤栄一副町長から全国民生委員児童

委員連合会長表彰が伝達された。

現在、当町の民生委員は１８人おり、そ

れぞれ各地域で福祉向上のために努力され

ている。

また、６月に札幌市で行われた「民生委

員制度創設９０周年記念北海道民生委員児

童委員大会」の席上、当町の民生委員５人

に感謝状が授与された。受賞者は右記のと

おり。

北海道知事感謝（在職期間25年以上の者）
能登大助（字苫前）・坂川玲子（字旭）・佐武正幸（字九重）

北海道民生委員児童委員連盟会長感謝
（在職期間15年以上～20年未満の者）

寺林 正（字　旭）

北海道民生委員児童委員連盟会長特別感謝
（北海道知事感謝を既に授賞済みの者）

関 武（字苫前）

青空にそびえる風車群の下で、審査会が行われた。

寺林正(字旭)さんが全国民生委員児童委員連合会長表彰を受賞

民
生
委
員
協
議
会
定
例
会
の
席
上
、
斉
藤
副

町
長
（
左
）
か
ら
寺
林
さ
ん
（
右
）
へ
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
た

平
和
を
祈
り

戦
没
者
追
悼
式

八
月
十
七
日
（
金
）
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界

を
祈
り
、
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

た
。午

前
十
時
五
十
分
か
ら
戦
没
者
名

簿
を
献
上
し
、
慰
霊
碑
に
向
い
百
二

二
の
柱
に
黙
祷
し
た
。

式
辞
で
、
森
町
長
は
「
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
の
確
立
が
私
た
ち
の

責
務
」
と
述
べ
、
次
に
、
星
野
議
長

や
森
晃
一
遺
族
会
会
長
ら
が
追
悼
の

言
葉
を
送
っ
た
。

こ
の
後
、
参
列
し
た
七
五
人
が

次
々
に
菊
の
花
を
慰
霊
碑
に
捧
げ
な

が
ら
冥
福
を
祈
っ
た
。

ま
た
、
追
悼
式
の
あ
と
、
苫
前
神

社
で
招
魂
祭
を
行
っ
た
。

追
悼
の
言
葉
を
送
る
森
晃
一
遺
族
会
長



8月14日（火）古丹別地区、
15日（水）苫前地区、力昼地区
でそれぞれ「ふるさとまつり」
が開催された。
各会場では、子ども盆踊りや
子どもジャンケン大会、もちま
き、大抽選会などが行われ、帰
省者など大勢の皆様が「ふるさ
とまつり」を楽しんだ。
会場内では、生ビール、焼鳥
や枝豆、たこ焼き、ミニラーメ
ン、そばなどが販売されほか、
輪投げやくじ引きコーナーなど
も設けられ、家族連れで賑わっ
ていた。苫前会場では、ゲゲゲ
の鬼太郎などの仮装盆踊りが観
衆の注目を浴びていた。

八
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
の
四
日

間
、
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
主
催

に
よ
り
、
小
学
生
を
対
象
に
水
泳
教

室
が
開
催
さ
れ
た
。
各
小
学
校
で
は

水
泳
授
業
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

夏
休
み
の
短
期
集
中
練
習
で
泳
ぎ
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
ね
ら
う
。

教
室
は
、
レ
ベ
ル
別
に
四
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
社
会
教
育
課
職
員
四
人

が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
二
学
期
の
水
泳
授
業
ま
で
に
、

少
し
で
も
上
達
し
て
先
生
を
驚
か
せ

よ
う
と
真
剣
に
指
導
者
の
話
し
聞

き
、
水
泳
技
術
を
学
ん
で
い
た
。
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夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

八
月
十
三
日
、
国
際
交
流
事
業
で
、

海
外
研
修
を
終
え
た
苫
前
商
業
高
校

（
眞
屋
岩
男
校
長
）
二
年
生
の
伊
藤
美

優
さ
ん
と
近
藤
七
美
さ
ん
が
、
役
場

を
訪
れ
森
町
長
に
帰
国
報
告
を
行
っ

た
。こ

れ
は
、
同
校
の
国
際
交
流
事
業

の
一
環
で
、
国
際
人
と
し
て
の
基
礎

を
養
い
、
資
質
を
高
め
る
こ
と
が
ね

ら
い
。

二
人
は
、
カ
ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
郊

外
に
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
、
英

語
や
カ
ナ
ダ
の
文
化
な
ど
を
学
ん
だ
。

二
人
と
も
、「
思
っ
て
い
た
以
上
に

食
べ
物
や
文
化
の
違
い
に
驚
い
た
」

と
話
し
、
森
町
長
は
「
今
後
は
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
に
国
際
感

覚
を
養
っ
て
下
さ
い
」
と
二
人
の
報

告
に
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

こ
の
報
告
は
、
十
一
月
に
公
民
館

で
行
わ
れ
る
、「
苫
商
発
表
会
」
で
も

報
告
さ
れ
る
予
定
。

カ
ナ
ダ
短
期
留
学
か
ら
帰
国

森
町
長
に
帰
国
報
告

元気いっぱいに水泳技術を学ぶ児童

森町長に帰国報告をする近藤さん（左）と伊藤さん（右）

留
萌
地
方
中
体
連
体
育
大
会
で
、

管
内
代
表
と
な
っ
た
古
丹
別
中
学
校

（
板
谷
　
校
長
）
卓
球
部
の
女
子
団

体
と
個
人
（
男
子
一
人
、
女
子
二
人
）

が
、
八
月
三
日
、
四
日
に
室
蘭
市
体

育
館
で
行
わ
れ
た
全
道
大
会
に
出
場

し
た
。

女
子
団
体
予
選
リ
ー
グ
戦（
三
チ

ー
ム
）で
は
、
胆
振
代
表
の
明
野
中

学
校（
苫
小
牧
）、
石
狩
代
表
の
恵
庭

中
学
校（
恵
庭
市
）と
対
戦
し
た
が
、

と
も
に
２
‐
３
で
惜
敗
。

ま
た
、
シ
ン
グ
ル
個
人
戦
で
は
、

久
保
勇
気
く
ん（
三
年
）が
一
回
戦
で

敗
退
、
前
川
美
咲
さ
ん（
三
年
）向
野

咲
季
さ
ん（
三
年
）一
回
戦
を
勝
ち
進

ん
だ
が
、
二
回
戦
で
惜
敗
し
た
。

帰
町
し
た
翌
日
か
ら
九
月
の
新
人

戦
に
向
け
、
一
・
二
生
の
厳
し
い
練

習
は
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

全
道
中
学
校
体
育
大
会

古
中
卓
球
部
頑
張
っ
た室蘭市体育館にて

大もちまき大会 子どもたちにはくじ引きコーナーが人気

子ども盆踊り ゲゲゲの鬼太郎も登場

帰省者で賑わうふるさとまつり帰省者で賑わうふるさとまつり
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この番付は 
平成19年8月31日 
現在にて定める。 

９月17日は「敬老の日」です。 
お年寄りは今日の苫前町を築いた人です。 
親身になってお世話してあげてください。いたわりが何よりも嬉しいものです。 
※なお、事前に掲載を辞退された方については、非公開とさせていただいております。 

横
　
綱

張
横
綱

大
　
関

張
大
関

関
　
脇

関
　
脇

小
　
結

小
　
結

佐
々
木
ナ
ツ

田
口
ヨ
シ
エ

伊
藤
ミ
サ
ヲ

萩
原
コ
ハ
ル

佐
藤
美
登
利

橋
場
　
ツ
ヨ

山
本
　
由
雄

滝
本
　
ウ
タ

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

10296969696959594
（
37
・
９
・
15
）

（
43
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～あなたの学びたいを応援します～

e-mail shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

日　時：11月17日 (土)
小・中学生の部
○集合時間　８：４５
○開 会 式　９：００
○試合開始　９：３０

場　所　苫前町スポーツセンター
対　象　小学生の部（４年生以上）、中学生の部、一般の部（高校生以上）
チーム　１チーム（５人以上）
参加料　１人１００円

一般の部
○集合時間　１８：４５
○開 会 式　１９：００
○試合開始　１９：３０

子育てに関するいろいろな情報を、みなさまがお持ちの携帯電話やパソコンに電子メールでお知らせするも
のです。また、子育てに関する疑問や悩みについても電子メールを使って気軽に相談することができます。

モニター参加していただける方を募集しています
《募集要項》
◇事業期間　９月から３月までの７ヶ月間
◇事業内容　①就学前のお子様がいる方用（健診のお知らせや行事・イベント情報）

②小学生の子どもがいる方用（小学生が参加できる行事・イベント情報）
２週に１回のメール配信、電子メール等による子育て相談

◇申込期限　９月３０日までに申し込み下さい。

モニター参加を希望される方は、社会教育課のアドレスへ件名を「モニター希望」としてメールを送信してくださ
い（苫前町のホームページ上からも申し込みができます）。
みなさまのメールアドレスは個人情報保護法に従い、適正に管理されるとともに、この事業以外での目的に使用さ
れることはありません。

室内ミニサッカー大会

子育てメールマガジンモニター募集！

○体力テスト会
自分の体力を知り、みんなで健康づくりを！
日　時：10月8日（月）10:00～15:00

（12:00～13:00 休憩）
場　所: 苫前町スポーツセンター
対　象：全町民

○「スポーツの“でみせ”！」
ニュースポーツの体験コーナーを設置します。どなたで
も参加できますので興味のある方はどうぞ！
日　時：10月8日（月）10:00～15:00

（12:00～13:00 休憩）
場　所: 苫前町スポーツセンター及び周辺社会体育施設
対　象：全町民

主催　苫前町体育協会、苫前町スポーツセンター
※詳しくは新聞折り込みでお知らせします。

体育の日記念事業「スポーツの“でみせ”!」
町民体力テスト会のお知らせ
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す 

〜
苫
前
町
食
生
活
改
善
協
議
会
〜 
『
皆
さ
ん
の
食
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

』 
健　　康 
ばんざい 

せ
ん
か
。
お
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増

え
ま
す
よ
。

『
親
子
料
理
教
室
』

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
友
達
と

一
緒
に
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。
昨
年
は
、

鮭
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。
自
分

で
作
っ
た
も
の
は
な
ぜ
だ
か
美
味
し
く

食
べ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
家
で
は

な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
も
体
験
で
き
、

“
食
”
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く

り
に
も
な
り
ま
す
よ
。

『
男
性
料
理
教
室
』

料
理
を
し
た
こ
と
の
な
い
男
性
が
一

人
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
単

身
で
の
生
活
を
送
る
と
き
に
、
ま
ず
困

る
の
は
毎
日
の
食
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
自
分
の
食
事
を
自
分
で
作
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
自
ら
の
健
康
に

気
を
配
り
、
元
気
な
生
活
を
送
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。

料
理
の
腕
を
磨
い
て
、
た
ま
に
は
食

卓
に
自
分
の
自
慢
料
理
を
並
べ
て
み
て

◇
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
お
手
伝
い

食
生
活
養
成
講
座
を
修
了
し
、
生
活

習
慣
や
食
生
活
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

身
に
付
け
た
人
達
が
、
近
隣
の
方
々
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
世
話
役
、
案
内

役
と
し
て
、
ま
た
、
他
の
組
織
団
体
と

協
調
し
な
が
ら
地
域
の
町
づ
く
り
の
た

め
の
手
助
け
を
行
う
組
織
で
す
。
こ
の

協
議
会
は
、
全
国
各
地
に
あ
り
、
留
萌

管
内
で
は
、
苫
前
町
の
他
に
、
留
萌
市
、

羽
幌
町
、
遠
別
町
に
あ
り
ま
す
。
年
に

一
度
、
管
内
で
の
交
流
会
を
開
催
し
町

の
状
況
や
各
会
で
の
活
動
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

苫
前
町
で
は
、
今
年
度
も
様
々
な
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
主
な
内

容
に
つ
い
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

『
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
』

低
カ
ロ
リ
ー
で
、
簡
単
・
美
味
し
い
料

理
を
作
り
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
対
策
と
し
て
ヘ
ル
シ

ー
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
各
事
業
の
開
催
予
定
》

平
成
19
年
12
月
　
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

平
成
20
年
１
月
　
親
子
料
理
教
室

平
成
20
年
２
月
　
男
性
料
理
教
室

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
日
程

が
近
づ
き
ま
し
た
ら

広
報
と
回
覧
に
て
ご

案
内
致
し
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

＜テーマ＞　～秋の味覚ヘルシーメニュー～
日　時　１０月４日（木） 午後６時半～２時間程度
場　所　苫前町公民館
内　容　ミニ講話、調理実習、試食
参加費　一人５００円（当日徴収します）
持ち物　参加費・エプロン・三角巾
＜メニュー＞
サンマの蒲焼き丼、きのこの大根おろし、けんちん汁
＜申し込み＞
役場町民課けんこう係　栄養士64－2215（内線271）
先着　２０名
主催：北海道栄養士会留萌支部

単身者料理講習会のお知らせ

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

災害は忘れたころにやってくる災害は忘れたころにやってくる

☆家の周りは整理されていますか？
台風が来ても物が飛ばされないよう家の周りは常に整理
しておきましょう。

☆家族で防災について話をしていますか？
災害が起きたとき、家族が慌てずに行動できるように、
普段から避難方法等を話し合いましょう。

☆家具等の転倒、落下防止はされていますか？
地震の際、倒れた家具、割れたガラス破片等により負傷
した者が多く発生しております。家具等はトメ金などで
固定しておきましょう。

☆消火器や非常持出品の備えはされていますか？
“いざという時”のために消火器や消火に役立つものを
普段から用意しておきましょう。また、非常持出袋など
もいつでも持ち出せる場所に備えておきましょう。

覚えていますか? あの被害を！

Dr.小野の処方せん 

2年前に診断基準が以下の様に
設定された。中心性肥満が必須で
ウエスト周囲長　男性≧85㎝、
女性≧90㎝㎝と下記３項目中２
項目を満たす事。高血圧≧130か
つ／または≧85mmHg、空腹時
高血糖≧110mg／dl、脂質異常
中性脂肪≧150mg／dlかつ／ま
たはHDL－C＜40ｍg／dlとし
た。その目的は動脈硬化性疾患の
対策で、高LDL血症（高脂血症）
とは別のリスクと考えられてい
る。この診断基準は、きわめて軽
症な危険因子のレベルを示してお
り、軽症であっても、それが重な
ることによって重篤な危険因子と
して作用するということである。
従来のように独立した疾患として
対応するのではなく内臓脂肪を減
らす指導をする。結果として糖尿
病、高脂血症、高血圧が改善する
と考えている。メタボリックシン
ドロームは、内臓脂肪を基盤とし
ており内臓脂肪を減らす生活習慣
改善が動脈硬化性疾患の予防治療
につながる。

医療法人社団　オロロン会
苫前クリニック

理事長　小野　哲郎
1 64－9070

苫前町でも平成16年９月に台風18号による大きな被
害が発生しております。また、同じ平成16年12月には
地震による被害も発生しております。
このように、苫前町もいつ災害が起きるか分からな
い状態になっておりますので、今一度、自宅の防災対
策をチェックしてみて下さい。

メタボリックシンドローム
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

Ｑ
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、

ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
？

Ａ
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
と
は
、

病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
お
金

を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
う

制
度
で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
そ
の
市

区
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
み
ん

な
国
保
に
入
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。国

保
の
加
入
者
は
、「
お
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
自
営
業
の
人
」、「
農

業
・
漁
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人
」、

「
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
人
」、「
外
国
人
登
録
を
し
て

い
て
、
一
年
以
上
日
本
に
滞
在
す
る

と
認
め
ら
れ
た
外
国
籍
の
人
」
な
ど

で
す
。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
保
険
税
は
、
他
の
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
て
き
た
と
き
や
、
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

な
ど
国
保
の
資
格
を
得
た
月
の
分
か

ら
納
め
ま
す
。
届
出
を
し
た
と
き
か

ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

願
い
ま
す
。

保
険
税
を
特
別
な
理
由
も
な
く
滞

納
す
る
と

①
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が
行
わ

れ
ま
す
。

②
そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、

通
常
の
保
険
証
の
変
わ
り
に
、
有

効
期
間
を
短
縮
し
た
「
短
期
被
保

険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
一
年
間
過
ぎ
る
と
、

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、
代
わ

り
に
「
資
格
者
証
」
が
交
付
さ
れ
、

医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
一
年
六
か
月
を
過
ぎ

る
と
、
国
保
の
給
付
が
全
部
ま
た

は
、
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

⑤
差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か

ら
滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
財
産
の
差
し
押
さ

え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線227）まで

「家の中にわずかな段差や手すりのない廊下」、これらは高
齢者にとって、移動の妨げや転倒の原因になることがありま
す。そこで、より安心して暮らせる“住宅改修”をお勧めし
ます。段差を解消したり、手すりを取り付けたりする住宅改
修は、高齢者の自立した日常生活を助けることになります。

さらに転倒未然防止を未然に防いだり、移動が少しでも楽に
なることで、介護をする人の負担を軽くすることにもつなが
ります。介護保険制度では、このような住宅改修に対する給
付の適用がありますので、ご利用下さい。

Ｑ　支給額はどの位ですか？
Ａ　改修費用の９割（限度額20
万円）が支給され、利用者負
担は１割となりますが、限度
額を超えた費用や保険対象外
の工事費は全額自己負担とな
ります。
なお、改修にかかった費用
はいったん全額負担していた
だき、後日、その対象費用の
９割が支給（返還）されます。

Ｑ　支給を受けるには、どんな手続き
が必要ですか？

Ａ　事前に申請書類を町に提出してい
ただきます。
・住宅改修費支給申請書
・添付書類
①工事に係る見積書
②住宅改修が必要な理由書
（介護支援専門員等が作成したもの）
③改修前の日付入り写真
④住宅所有者の承諾書
（住宅所有者が異なる場合）
・改修終了後に支給申請を提出して
いただきます。
①改修にかかった領収書
③改修後の日付入り写真

Ｑ　どんな人が、どんなときに
利用できますか？
安全な生活を確保するための小規模な
住宅改修を行う場合、利用できます。

＜対象となる住宅改修＞
①　身体を支える手すりの設置
②　段差をなくすスロープ等の設置
③　滑りを防ぐ床や通路面の材質変更
④　引戸への扉の取替え
⑤　洋式への便器の取替え
⑥　①～⑤に付帯して必要となるその他
の住宅改修

み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ

お知らせ

現在、交付されている国保被保険者証の
有効期限は、平成１９年９月３０日まで
の有効期限となっております。
更新手続きについては、別途回覧など
でお知らせ致しますので、忘れずに手続
き下さるよう御願いいたします。
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
す
べ
て

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な

と
き
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場
へ
自
ら
届
出
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
方
が
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」。

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

六
十
歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職

し
た
と
き
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）
は
、

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」。

●
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ

た
と
き

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど

の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
（
パ
ー

ト
収
入
が
一
三
十
万
円
以
上
に
な
っ
た
と

き
）
は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変

更
届
」。

●
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と

き
（
配
偶
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
て
第
二

号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
を
含

む
）
は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変

更
届
」。

な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校
な
ど
に
勤

め
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
と

き
は
、
そ
の
方
の
勤
務
先
へ
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町
村
役
場
又
は

社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
町
民
課
六
五
│
二
二
一
五

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
所
得
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
控
除
証
明
書
が
本

年
十
一
月
ま
た
は
翌
年
二
月
に
送
付
さ
れ

ま
す
。年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

控
除
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
年
十
一
月
に
送
付
さ
れ
る
方
…
平
成

十
九
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
。

●
翌
年
二
月
に
送
付
さ
れ
る
方
…
平
成
十

九
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
本
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
。

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
〇
五
七
〇
│
〇
〇
│
九
九
一
一

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
〇
四
五
│
三
二
六
│

一
八
四
〇
へ
）
お
掛
け
願
い
ま
す
。（
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。）

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続
き
を

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

去る平成19年7月16日に発生した新潟県中越沖を震源とする地震により、家屋の倒壊等の大災害が発生しました。
この災害により被災された方々を支援、援助することを目的に、共同募金会苫前分会では義援金の募集を行って
おります。（救援物資等は扱いません。）
１　受付期間　平成20年1月16日（水）まで
２　受付場所　共同募金会苫前分会（苫前町役場内164－2387）
※なお、郵便局からも直接送金できます。（上記受付期間まで手数料免除、詳細は郵便局でご確認ください）

「平成19年新潟県中越沖地震義援金」の募集について

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
相
談
室

又
は
税
務
署
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
電

話
に
よ
る
一
般
的
な
ご
相
談
に
つ
い

て
、
国
税
局
税
務
相
談
室
職
員
が
電

話
で
お
答
え
す
る
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日

（
木
）
に
開
設
し
ま
す
。

○
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

電
話
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
電
話
い

た
だ
き
、
自
動
音
声
案
内
に
し
た
が

っ
て
番
号
選
択
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
お
か
け
に

な
っ
た
税
務
署
ま
で
の
通
話
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

○
税
務
署
で
の
ご
相
談
に
つ
い
て

相
談
内
容
が
、
関
係
書
類
や
事
実

関
係
な
ど
、
具
体
的
内
容
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
ご
相
談
に
つ
い
て

は
、
担
当
者
が
面
接
に
よ
り
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
て

相
談
日
時
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、税
務
署
か
ら
の
発
送
文
書
、

還
付
金
の
振
込
時
期
、
納
付
相
談
な

ど
の
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
電
話
で
の
ご
相
談
も
で
き
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

留
萌
税
務
署
　
総
務
課

1
０
１
６
４
│
42
│
０
６
６
１

札
幌
国
税
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

昭
和
町
内
会
へ

○
昭
　
和
　
山
　
本
　
富
　
治
　
様

昭
和
女
性
部
へ

○
昭
　
和
　
山
　
本
　
富
　
治
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す



慎
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

末
長
く
お
幸
せ
に

戸

籍

の

小

箱
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計
良
　
幸
吉
（
85
歳
）
７
月
22
日

苫
　
前

赤
平
　
正
勝
（
60
歳
）
８
月
３
日

古
丹
別
　

中
嶋
　
富
蔵
（
85
歳
）
８
月
８
日

上
　
平

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

寺
　
林
　
康
　
治
（

旭
　
）
和
　
田
　
　
　
翠
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

9月 町税の納期
国民健康保険税/介護保険料

の納入月です

発生件数２件
死 者 数１人
負傷者数３人

交通事故死ゼロ日数は
7月31日現在で
15日

苫前町の交通事故情報
平成19年７月末現在

財団法人 労災保険情報センター（略称「RIC｣）では、厚生
労働省の委託を受けて、労災医療及び労災補償等の労災保険
制度全般のご相談をお受けしております。
相談は無料で、秘密は厳守いたします。お気軽にご相談く
ださい。
（RIC）財団法人労災保険情報センター北海道事務所

〒060－0807 札幌市北区北７条西１丁目２－６
NSS・ニューステージ札幌　12階

1011－746－6423 5011－746－6428
フリーダイヤル　0120－120－208
相談E-mail：z01-hokkaido@rousai-ric.or.jp

旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格者、戦後、ソ連やモ
ンゴルに強制抑留された者、戦後に伴い本邦以外の地域から引揚
げられてこられた者の「ご本人」に、あらためて慰藉の念を表す
ため、内閣総理大臣名の『特別慰労品』の贈呈しています。
過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた方、書状を受ける資格
があったにもかかわらず、請求されていない方も対象です。
請求書は、町民課の窓口に置いてあります。
（役場町民課165－2215）
資格要件などのお問い合わせは、次の独立行政法人平和祈念事
業特別基金まで
無料電話：0120-234-933

（月～金、9:15～17:15、土日休）
ホームページ：http://www.heiwa.go.jp

【交通遺児等育成資金無利子貸付】
□対　　象 ０歳から中学卒業まで
□貸付金額 一人につき最初一時金15万5千円、以後月額2万円、

小・中学校入学時に入学支度金4万4千円

【重度後遺障害者介護料支給】
□対　　象 自動車事故により、脳、脊髄、または胸腹部臓器に

損傷を受け、常時または随時の介護を必要とする方
で一定の要件に該当する方

□支 給 額 月額29,290円～136,880円の間で、障害の程度によ
り支給
「短期入院」費用があれば別途支給

□支給期月 支給月は、3、6、9、12月で、3か月分を一括支給

独立行政法人自動車事故対策機構旭川支所
TEL０１６６（４０）０１１１

お問い合わせ先

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ

交通事故の援護制度

ごみを出す時の分別ルールが守られていない
ものが見受けられます。
各家庭に配布済の「分別のてびき」によるご
み分別ルールの再確認にご協力をお願いします。

問い合わせ：町民課1 65－2215

１.プラスチック類（資源ごみ）の混入
例．コンビニ弁当等の容器、マヨネーズやケチャ
ップの容器など
※中身の残っているものは必ず水洗いをして
資源ゴミとして出して下さい。

「ごみ分別ルール」

「一般ごみ」で分別ルールが守られていないもの

１.通信カタログ等のビニール袋は外して「プラス
チック類」で出して下さい。

「雑誌」の分別ルールが守られていないもの

１.破砕ごみは中身が分かるように直接入れて下さい。
※買い物袋などを使い、袋を二重にするのは
やめましょう。

「破砕ごみ」の分別ルールが守られていないもの

○分別ルールが守られていないものは、収集
しないことになります。
ごみステーションに出す前に再度、確認を
お願いします。

みんなで
守ろう

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n

住まいる
ス マ イ ル

情報

１等 1億5,000円
前後賞各2,500万円

２等 1,000万円
３等 100万円

発売期間
平成19年10月1日（月）から19日（金）
抽せん日
平成19年10月24日（水）
当せん金支払開始日
平成19年10月29日（月）

この宝くじの収益金は市町村の明るい街づくり

や環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向

上のために使われます。

オータムジャンボ宝くじ
秋はジャンボな２億円収穫祭
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苫前保育園の児童の作品
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『ふき絵』

たくさんストロー
でふいたよ。

黄組　３才

芳賀友莉那さん

『とんぼ』

いろんなメガネの
とんぼができたよ。

青組　４才

石井しずくさん

『ソフトクリーム』

ソフトクリームを
つくるのがたのし
かった。

藤組　５才

坂川　晃寛くん

『合わせ絵』

おはなをかくのが
たのしかった。

藤組　５才

加賀谷悠衣さん

『はじき絵』

えのぐをぬるのが
たのしかったよ。

藤組　５才

佐藤　真奈さん

『スイカうちわ』

おいしそうなスイ
カできたよ。

青組　４才

金子慎太郎くん

『おせんたく』

おひさまにっこり
かけたよ。

赤組　３才

嶋崎　彩那さん

『七夕飾り』

すてきなおり
ひめができた
よ。

青組　５才

高田　佳歩さん

毎
日
「
暑
い
で
す
ね
」
が
、
あ
い
さ

つ
言
葉
と
な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
。

お
盆
を
過
ぎ
て
も
残
暑
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
残
暑
の
影
響
か
異
常
に

「
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
」
の
駆
除
に
役
場

職
員
が
出
動
し
て
い
る
（
公
共
施
設
）

▽
９
月
と
も
な
る
と
「
暑
い
で
す
ね
」

の
あ
い
さ
つ
が
、「
寒
く
な
り
ま
し
た

ね
」
の
あ
い
さ
つ
と
な
り
、
夏
が
過

ぎ
た
こ
と
を
確
信
す
る
▽
９
月
１
日

は
、「
防
災
の
日
」
１
９
２
３
年
９
月

１
日
の
関
東
大
震
災
に
因
ん
で
制
定

さ
れ
た
記
念
日
。
９
月
１
日
が
、
二

百
十
日
目
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
災

害
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
と
、

１
９
６
０
年
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

頃
に
台
風
が
来
る
こ
と
も
由
来
の
一

つ
（
フ
リ
ー
百
科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ぺ

デ
ィ
ア
」）
▽
９
月
９
日
は
、
９
（
き

ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ
う
）
で
「
救
急

の
日
」
救
急
業
務
及
び
救
急
医
療
に

対
し
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
救

急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
57
年
に
定

め
ら
れ
た
▽
当
町
で
は
、
３
年
前
の

平
成
16
年
９
月
に
台
風
18
号
が
発
生

し
、
町
内
全
域
に
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
た
。
ま
た
、
同
年
12
月
に
は
、

震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
、
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
▽
何
事
も
過
ぎ
去

る
と
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
が
、

あ
の
教
訓
を
忘
れ
ず
に
、
も
う
一
度

「
も
し
も
の
場
合
」
に
備
え
、
身
の
回

り
の
「
防
災
用
品
」
な
ど
を
整
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

編

集

雑

記

帳

風力発電の売電状況
（ 風　来　望 ）

19年度売電累計 17,014,030円
（昨年実績 13,407,501円）

平成19年８月分の実績
・供給電力量 186,580kWh 

2341,112円
（昨年実績 776,564円）


